
今月の聖句「もっとも小さいものたちの一人にしたのは、わたしにしたのです。」
マタイ： 25:40

この言葉が発せられた経緯を、原文のまま紹介した方が解りやすいと思います。以下原文。「王は右
側にいる人たちに言う。『さあ、わたしの父（神）に祝福された人たち、天地創造の時から、お前たちの為
に用意されている国（天国）を受け継ぎなさい。お前たちはわたしが飢えていた時に食べさせ、のどが渇い
た時に飲ませ、旅をしていた時に宿を貸し、裸の時に着せ、病気の時に見舞い、牢にいた時に訪ねてく
れたからだ。』すると、正しい者たちが王に答える。『王よ、いつわたしたちは、飢えておられるのを見て、食べ
物を差し上げ、いつ、のどが渇いておられるのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。いつ、旅をしておられ
るのを見て、お宿を貸し、裸でおられるのを見てお着せしたでしょうか。いつ、病気をなさったり、牢におられる
のを見て、お訪ねしたでしょうか。』そこで、王は答える。『はっきり言っておく。わたしの兄弟であるこの最も小さ
い者の一人にしたのは、わたしにしてくれたことである。』」ﾏﾀｲ福音書 25章 34節～ 40節
日本の諺にも「情けは人のためならず。」という同様の趣旨のものがありますが、マタイ福音書の方が

具体的です。紛争や、自然災害で飢え、渇き、家を無くし、そのために丸裸となり、病気になる人が世界
のあちこちで多発しています。これらの悲劇を他人事として見過ごさず、園でも、家庭でも話題にし、助け
合うことに関心をもっていただけたら、これまた、やさしい心の持ち主の子どもが育つのではないでしょうか。

前理事長 池田公榮

２０１５年度 年主題〈『平和』をつくる〉
0･1･2歳児３月主題 「おおきくなった」 3･4･5歳児３月主題 「おおきくなった」

月のねがい 月のねがい
◎保育者や友達と共に喜んで礼拝を守る ◎新しい生活へ安心して向かおうとする
◎自分でやりたいという思いをもつ ◎友だちと協力し、アイディアを出しあい、工夫して遊びを充実させる
◎家庭や保育者間の丁寧な連携の中で、安心し ◎お互いが、かけがえのない存在であることを感じ、感謝して過ごす

て進級する ◎助け合うことを大切に思い、祈る

桜の花も少し咲き始め、春はもう近くまでやってきています

ね。さて、今年度も残すところ一ヶ月になりました。

２月からもも組さんは、自分のカバンの中身の片付けに挑戦

中！お帳面のシール張りやタオルかけを頑張る１歳児さん。そ

れを見ていた０歳児さんも「やりたい！」と訴え、今では０歳児

もお片付けを頑張っていますよ。小さくても「自分でやりたい」

の気持ちが育ってきています。

３学期に入り、４・５歳児さんは本格的になわとびのおけいこ

を始めました。園庭でも、なわとびが苦手なお友だちも毎日毎

日自分の縄を握りしめて跳ぶ姿がよく見られます。

ある日、５歳児の女の子がなんと２００回も跳ぶことができま

した。その後はなかなか記録が伸びない日が続いていました

が、つい先日、ある男の子が「去年、○○くん５００回跳んだよ

ね。」とポツリ…。次の日、そのつぶやきから「去年の記録を超

えよう！みんな頑張ろうね！」の先生の声に、いつになく真剣

な子どもたち。１００回、２００回、３００回、そして４００回。５００回

には届きませんでしたが、なんと３人のお友だちが４００回を跳

ぶことができました！３月に大記録を期待します。

去年のなわとびを間近で見ていたお友だちは、きっとずっと

去年の年長さんに憧れていたんだな…と思うことでした。この

出来事を通して、異年齢児との縦のつながりでお互いにとても

いい刺激になっていることを改めて感じました。また、これから

も子どもたちのつぶやきからやる気を引き出していくことも大

切にしていきたいと思いました。

年長児さんはもうすぐ小学一年生ですね。めいろうこども園

の憧れの存在がいなくなってしまうのは寂しいですが、きっと

みんなの心の中にいつまでも残ることでしょう。残り少ない日

々、一緒に遊んで、おしゃべりして…園での楽しい思い出をたく

さん作ろうね。 大河
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園

長

１～３号認定 園児

めいろう児童クラブ

入園・入会申込み受付中

募金のご協力に感謝しま

す。36,796 円を国際飢餓

対策機構へ送金すること

ができました。

３月の行事予定

１日（火） 参観日(たんぽぽ･すみれ）

４日（金） お別れ会･給食ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ

１８日（金） 卒園式･父母の会決算総会

(1 号 :午前保育)

２２日（火） 修了式 (1 号 :午前保育)

30（水）,31（水） 年度末休業日

親子触れあい体操のすすめ

４月の行事予定

７日(木) 始園式（1 号:午前保育）

１１日(月) 入園式（1 号:午前保育）

〃 弁当日

２０日(水) 弁当日


